
現在、麻疹が流行中

麻疹の症状は、ウイルスに接触してから7～14日後に現れます。
一般的な麻疹の症状は以下のとおりです。

死に至る 
可能性

麻疹はウイルスによって引き起こされる非常に
感染力の強い病気です。特に乳幼児にとって危
険な感染症です。あなたの家族と地域社会を守
りましょう。

麻疹は、感染者が咳やくしゃみをすると空気中に広がります。麻疹にかかった人がその場を離れた後も、ウイル
スは2時間空気中に留まる可能性があります。麻疹の感染力は非常に強く、麻疹にかかった人の近くにいて予
防接種を受けていない人の約10人中9人が感染します。

麻疹から身を守る最善の方法は... 
麻疹、おたふくかぜ、風疹 (MMR) ワクチンを接種することです。予防
接種を受けるのに 遅すぎることはありません。予防接種により、あ
なた自身、周りにいる人、そして 地域社会を守ることができます。予
防接種を受けていない場合は、地域における麻疹の症例が減少す
るまでは自宅で待機するか、 人混みに近づかないようにしてくださ
い。 特に、重症化する可能性のある家族を守るために重要です。 

あなた自身または家族の誰かに麻疹の疑いがある場合
は、 他の人との接触を避け、医療機関、救急外来、または
緊急治療室に連絡してください。 

高熱  
(40℃以上にな 
ることもある)

発疹  
(症状が出始 

めてから3～5
日後に発症) 

咳 目の充血 
や涙目 

肺炎 脳腫脹  
(脳炎) 

鼻水

麻疹は、以下のような重度の健康障
害を引き起こす可能性があります。


